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研究成果の概要（和文）：(1) 大腸癌肝転移巣では化学療法，分子標的薬を施行した群では組織所見が非化学療
法群とはそれぞれ異なっており，分子標的薬の有無によっても組織所見は変化していた．
(2) 癌関連線維芽細胞の免疫組織学的発現状態は大腸癌の原発巣と比較してリンパ節・肝転移巣において低下す
る傾向があり，肝転移巣における非化学療法群と化学療法群との間では癌関連線維芽細胞の発現状態に大きな差
は見出せなかった．
(3) 化学療法後の大腸癌肝転移巣におけるCT画像による形態学的評価は，組織学的に壊死の性質の変化，粘液の
有無，腫瘍の生残率によって説明が可能であった．

研究成果の概要（英文）：(1) We showed histological findings for every representative chemotherapy 
regimen including molecular target drug for colorectal liver metastases (CRLM) to clarify the 
effects of preoperative chemotherapy. 
(2) The immunohistological expression status of cancer-associated fibroblasts was lower in 
metastases of lymph node and liver than in primary colorectal lesions. In addition, there was no 
difference in immunohistological expression status between CRLM with chemotherapy group and without 
chemotherapy group.
(3) Morphologic appearance of CRLM after preoperative chemotherapy on contrast-enhanced CT scans was
 correlated with detailed histologic findings and the histologic tumor response regarding necrosis.

研究分野： 病理診断
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大腸癌肝転移の治療の主体は手術療法であり，切除された肝転移巣に対する病理学的評価は予後を予測する因子
となることが報告されている．近年では肝転移巣の切除前に化学療法を行う機会が増加しており，今回の研究に
より，術前化学療法（分子標的治療薬を含む）を行った際の組織学的評価方法が確立された．さらに，大腸癌の
原発巣と転移巣の違い，術前化学療法の有無による癌関連線維芽細胞の発現状態が明らかになった．加えて，詳
細な組織学的所見に基づいて画像診断に反映されている所見を明らかにしたことで，更なる画像診断の精度向
上，予後の推測に寄与するものと考えられた．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 大腸癌の再発形式として最も頻度が高いのは肝転移であり，肝転移を制御することは大腸癌
の予後を期待する上で非常に重要である．大腸癌肝転移の治療の主体は手術療法であり，近年
では切除された肝転移巣を病理学的に評価する機会が増加している．大腸癌肝転移巣に対する
術前療法の組織学的評価に基づく奏効率の判定は，無病再発率や生存率などの予後を反映する
ことが知られているが，その評価方法は十分なコンセンサスは得られていない．組織所見を評
価する上で線維化，壊死，残存する腫瘍細胞をどのように解釈するかがポイントとなる．しか
し，特に癌細胞の周囲にみられる間質の評価は困難であり，その機序も理解されていないのが
現状である．近年ではがん間質細胞について免疫組織化学的検索が可能となり，病理学的アプ
ローチが可能となった．がん間質と炎症に伴う反応性の間質反応とを区別することが可能とな
れば，より客観的な組織評価方法が構築できるものと考える．さらに，形態学的変化を画像所
見により捉える試みが近年では行われ，画像所見による形態学的評価は大腸癌肝転移患者の予
後を推測することが知られている．しかし，その画像所見がどのような組織所見を反映してい
るかは明らかにされておらず，がん間質も含めた組織学的視点により説明することで，画像所
見の意味することが明確となり画像診断の進歩に貢献できると考えられる． 
 
２．研究の目的 
 大腸癌肝転移巣の組織像および癌間質の特徴を，化学療法の有無，原発と転移の視点から明
らかにする．さらに，間質も含めた組織所見の評価が術前治療奏功の有無を推測するための画
像診断にどのように関連しているかについて検討する． 
 
３．研究の方法 
(1) 大腸癌の原発巣，リンパ節転移巣，肝転移の外科的切除検体を対象とした． 
(2) 大腸癌肝転移巣において，a. 術前化学療法（FOLFOX or FOLFIRI）群，b. 術前化学療法＋
分子標的薬投与（FOLFOX or FOLFIRI+BV）群，c. 非化学療法群との間で組織所見を比較した． 
(3) リンパ節転移陽性大腸癌と肝転移陽性大腸癌において，原発巣，リンパ節転移巣，肝転移
巣の癌関連線維芽細胞の免疫組織学的マーカーの発現状況を比較した．原発巣，リンパ節，肝
転移巣ともいずれも線維芽細胞増生のみられる腫瘍先進部を用い，α-SMA，CD10，S100A4，D2-40, 
FAP の免疫染色を行った． 
(4) 術前化学療法が行われた大腸癌肝転移巣における CT morphologic appearance（CT 形態学
的評価）と組織所見とを比較した．組織評価には(1)(2)で明らかになった組織評価の基準を用
い，複数の病理専門医が臨床情報，画像診断結果を知ることなく評価した．また，画像診断は
肝胆膵領域を専門とする複数の放射線専門医が CT morphologic criteria に準じて画像所見を
評価した． 
 
４．研究成果 
(1) 大腸癌肝転移巣では術前療法群（a+b）は非化学療法群（c）に対して，infarct-like necrosis
（梗塞様壊死），three zonal change（腫瘍，線維化，壊死の三層構造），cholesterol clefts
（コレステリン結晶）が多くみられた．さらに，術前化学療法＋分子標的薬投与群（b）は，c
群に対して usual necrosis（腫瘍壊死）の頻度が減少し，infarct-like necrosis，three zonal 
change，cholesterol clefts は c 群だけでなく a群に対しても，その頻度が増加していた．す
なはち，化学療法，分子標的薬を施行した群では組織所見が非化学療法群とはそれぞれ異なっ
ていた．さらに，infarct-like necrosis，three zonal change，cholesterol clefts，foamy 
macrophage（泡沫状組織球）のうち 3つ以上の組織所見が認められた場合には，有意に化学療
法の効果が高かった． 
(2) 大腸癌の原発巣とリンパ節あるいは肝転移巣における免疫組織学的な癌関連線維芽細胞の
発現状態は，α-SMA が原発とリンパ節・肝転移で同等である一方で，D2-40，S100A4 は肝転移
巣で低下し，CD10 はリンパ節転移，肝転移巣で低下していた．また，肝転移巣における非化学
療法群と化学療法群との間では癌関連線維芽細胞の発現状態に大きな差は見出せず，dangerous 
halo（周囲肝組織への圧排性浸潤所見）の有無など組織所見との関連も明らかではなかった． 
(3) CT 画像診断における morphologic appearance のうち overall attenuation の所見が
heterogenous → mixed → homogenous と変化するにつれて組織学的に mucous lake（粘液湖）
が増加し，usual necrosis → infarct-like necrosis へ変化していた．特に，腫瘍壊死から
化学療法の効果による梗塞様壊死への性質の変化を捉えている点が重要と考えられた．
Tumor-liver interface は ill-defined → variable → sharp の順に，infarct-like necrosis
が増加し，腫瘍細胞の生残率が低下していた．すなはち，梗塞様壊死を腫瘍が消失したと解釈
する新たな組織学的効果判定方法を反映していた．Peripheral rim enhancement の present → 
partially resolved → completely resolved への変化は，腫瘍細胞の生残率の減少を反映し
ており，特に完全奏功かどうかを最も反映していた．組織学的に完全奏功かどうかは予後を推
測する上で重要であり，画像診断においてこの所見は予後を推測する重要な因子であった．一
方で，間質増生の所見と関連する dangerous halo は，CT morphologic appearance の評価方法
から推測することは困難であり，今後の検討課題と考えられた． 
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